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●
大
飯
再
稼
働
と
原
子
力
安
全
委
員
会
と
原
子
力
安
全
・
保
安
院

　

大
飯
原
発
は
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
意
見
聴
取
会
、
原
子
力
安

全
委
員
会
の
確
認
強
行
を
経
て
、
四
閣
僚
が
政
治
決
定
し
、
七
月
一
日
に
再
稼
働
さ
れ
た
。

私
た
ち
は
傍
聴
・
委
員
へ
の
働
き
か
け
・
首
相
官
邸
前
抗
議
行
動
・
現
地
大
飯
原
発
で
の

阻
止
行
動
な
ど
を
し
て
、
野
田
政
権
に
よ
る
安
全
性
を
無
視
し
た
再
稼
働
強
行
を
あ
ぶ
り

出
し
た
。
敷
地
内
に
破
砕
帯
が
あ
り
、
若
狭
湾
一
体
の
活
断
層
の
連
動
が
懸
念
さ
れ
、
こ

の
夏
は
大
飯
再
稼
働
が
無
く
て
も
電
気
が
足
り
て
い
た
。
大
飯
原
発
三
、四
号
機
を
止
め
る

闘
い
を
継
続
し
、
伊
方
ほ
か
次
の
再
稼
働
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
原
子
力
安
全

委
員
会
も
保
安
院
も
規
制
委
員
会
の
発
足
後
消
滅
す
る
。

●
原
子
力
規
制
委
員
会
人
事
問
題

　

今
、
野
田
政
権
が
「
原
子
力
ム
ラ
」
か
ら
選
ん
だ
原
子
力
規
制
委
員
人
事
を
提
案
し
、

私
た
ち
も
必
死
で
こ
の
人
事
の
白
紙
撤
回
を
訴
え
て
い
る
。
規
制
委
員
長
に
推
さ
れ
て
い

る
田
中
俊
一
氏
は
四
〇
年
間
「
原
子
力
ム
ラ
」
で
働
い
て
き
た
ば
か
り
か
、
損
害
賠
償
審

査
会
で
自
主
避
難
に
対
す
る
賠
償
に
反
対
し
、
除
染
を
推
進
し
て
福
島
県
民
を
高
濃
度
汚

染
地
域
に
留
め
た
。
ま
た
、
〇
七
年
か
ら
〇
九
年
ま
で
三
年
間
原
子
力
委
員
会
の
委
員
長

代
理
を
務
め
た
。
推
進
と
規
制
を
分
離
す
る
と
い
う
法
律
の
主
旨
に
も
、
民
主
自
民
公
明

で
画
策
し
て
作
っ
た
設
置
法
の
適
格
条
項
（
第
７
条
）
に
も
違
反
す
る
弁
護
士
も
驚
く
ひ

ど
い
人
事
案
で
あ
る
。

　

国
会
同
意
を
止
め
る
た
め
に
、ｅ-

シ
フ
ト
他
に
よ
る
国
会
議
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
、
市
民
側
か
ら
の
人
事
案
提
案
、
記
者
会
見
な
ど
と
と
も
に
、
毎
週
金

曜
日
の
環
境
省
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
、
内
閣
府
（
原
子
力
行
政
担
当
大
臣
）
へ
の
抗
議

行
動
を
必
死
で
続
け
て
い
る
。
政
局
混
迷
の
中
で
国
会
同
意
を
止
め
ら
れ
て
も
、「
原
子
力

ム
ラ
」
人
事
案
を
閣
議
決
定
し
た
野
田
政
権
が
国
会
同
意
無
し
で
国
会
閉
会
中
に
任
命
す

る
か
も
知
れ
な
い
。

●
原
子
力
委
員
会

　

規
制
委
員
長
候
補
が
委
員
長
代
理
を
務
め
た
原
子
力
委
員
会
は
規
制
委
員
会
が
発
足
し

て
も
存
続
す
る
。
原
子
力
基
本
法
に
定
め
ら
れ
日
本
の
原
子
力
行
政
の
最
高
審
議
機
関
で

あ
る
原
子
力
委
員
会
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
「
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
」
宣
言

（
一
九
五
三
年
一
二
月
）
の
二
年
後
、
一
九
五
六
年
一
月
に
正
力
松
太
郎
委
員
長
で
発
足
、

長
ら
く
原
子
力
の
「
安
全
神
話
」
を
形
成
し
「
平
和
利
用
」
を
推
進
し
か
つ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
な

ど
と
国
際
協
力
を
し
な
が
ら
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
技
術
の
研
究
開
発
等
を
推
進
し
て
き
た
。

３
・
11
以
後
も
何
ら
総
括
せ
ず
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
私
は
、
本
年
四
月
頃
か
ら
毎

週
傍
聴
し
て
、
時
に
は
不
規
則
発
言
を
し
て
委
員
会
を
牽
制
し
て
い
る
。

●
小
委
員
会
を
曲
げ
た
「
秘
密
会
議
」

　

六
月
に
は
原
子
力
委
員
会
問
題
が
注
目
さ
れ
た
。
事
務
局
に
電
力
事
業
者
か
ら
出
向
社

員
を
受
け
入
れ
て
き
て
お
り
、「
原
子
力
発
電
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
技
術
等
検
討
小
委
員
会
」

で
は
、
電
力
会
社
な
ど
原
発
推
進
側
だ
け
で
「
勉
強
会
」
と
称
す
る
「
秘
密
会
議
」
を
開

き
、
一
八
人
の
弁
護
士
に
告
発
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
内
閣
府
内
の
検
証
チ
ー
ム
が
調
査
し
、

「
電
力
関
係
者
に
不
利
な
シ
ナ
リ
オ
を
削
除
す
る
な
ど
小
委
員
会
の
議
論
を
誘
導
し
た
。
結

論
が
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
「
中
立
性
、
公
正
性
、
透
明
性

の
観
点
か
ら
不
適
切
」
と
結
論
づ
け
、
細
野
豪
志
・
原
発
行
政
担
当
相
に
報
告
し
た
。

　

さ
ら
に
、
経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
、「
無
い
」
と
応
答
し
て
い
た
議
事
メ
モ
を
検

証
報
告
発
表
後
に
提
出
、
八
月
二
四
日
に
は
公
表
さ
れ
た
。
が
、
二
〇
回
以
上
開
催
し
た

秘
密
会
議
の
数
回
分
の
み
で
あ
る
。
大
臣
が
委
員
長
と
委
員
長
代
理
を
厳
重
注
意
し
て
一

件
落
着
の
つ
も
り
ら
し
い
。

　

な
お
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
に
関
す
る
選
択
肢
」
パ
ブ
コ
メ
の
「
三
つ
の
選
択
シ
ナ
リ
オ
」

（
即
時
原
子
炉
廃
炉
が
無
い
）
は
、
こ
の
小
委
員
会
の
議
論
を
受
け
て
原
子
力
委
員
会
が
決

定
し
た
。
検
証
チ
ー
ム
の
報
告
は
、
膨
大
な
資
料
だ
が
「
原
子
力
ム
ラ
」
の
様
子
が
見
え

て
興
味
深
い
。http://w

w
w.cao.go.jp/others/soum

u/kensyou/kensyou.htm
l

　

原
子
力
行
政
の
お
お
も
と
を
変
え
る
た
め
に
、
原
子
力
委
員
会
に
過
去
の
施
策
を
総
括

さ
せ
、
解
体
し
た
い
。　
　
　
　

（
き
む
ら
・
ま
さ
ひ
で
／
再
稼
働
反
対
！
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
）




